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かに生きる力を培う」保育理念を掲げ、保育目標は「汗馬の如く暴れ馬のように」という願いから
今も継承され取り組まれています。その実践がバス利用の園外保育に現れ、実際に目指すものに生
でふれあうことを目標に一体感をねらったふれあい体験はすばらしい教育といえるでしょう。組織
として中・長期計画は策定されていないものの、施設長のリーダーシップの下でたくましい保育が
展開され、魅力的な内容といえます。今後、中長期計画、事業計画書の適切な文章化に励み、職員
や保護者間情報の共有化に努め、徹底する周知によるサービスを期待しています。
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汗をかいて走り回り暴れ馬のように自分を出せる子どもになって欲しいーやが
て名馬にーその想いから創立された保育園です。一年間を通じ特徴的 園外保育
が実践され力強くたくましい保育の展開がなされていると感心致しました。改
築後間もない園舎であるにもにもかかわらず、職員の方々が環境整備に精を出
して働いている姿も拝見出来ました。今後の計画作成に関し、保育課程に年齢
別、5領域、職域、養護、家庭との連携欄等を盛り込み具体的に作成されます
と、指導計画を立案する場合でも計画が立てやすくなると思われます。

2階建ての新築後の3年目を迎える園舎は3歳未満児の1階居室と廊下に床暖房が設置さ
れ、一巡後木造作りのすばらしさに驚きます。保護者アンケートにも明記されているよ
うに「アットホーム」であり、子ども中心の職員は「心暖かく明るく気さくで気軽に相
談出来る」存在と多くの保護者から支持を得ています。アンケート回収率は80%達成
であり、この頑張りを考えると改めて「保護者支援」に対する熱い職員の想いが感ぜら
れ、人生初期を形成する人間性の重要性に気づかされます。
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　Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

所在地

名　称

地域（牛島地区）の一人暮らし高齢者を保育園に招き「ふれあい昼食会」として15年間に亘って
継続され、多い年の参加者は25名を数え、園独自の事業になっていることはすばらしいことで
す。「地域と共にある保育園」は高く評価できるでしょう。「経営状況の把握」に関しては適切な
とらえ方をされており、「人材の確保・養成」に関しても概ね良好な評価になっています。しか
し、職員の質の向上に関する取り組みでは、一人一人の具体的研修の取り組みが評価・見直しがあ
るものの「定期的に」までは取り組んでいないこと、又「実習生・ボランティア受け入れ体制」も
担当者の明示が必要な事など今後に期待しなければならないものもあります。今後とも、全職員の
一丸となった情報の確認と保護者を含めた共有化を期待してやみません。

平成 24

（　特定非営利活動法人）
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【保育所版　評価結果表】

◆　細目の評価結果（基本評価5３項目）

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見

ａ 事業計画書による理念・目標が園内・各クラ
スに掲示され、使命・役割が読み取れます。

ｂ
基本方針が明文化されてはいますが、事業計画書
や案内のパンフレット、園内や各クラス毎の掲示
などに記載されることを望みます。

ｂ
理念や基本方針は職員に配布されています
が、会議など機会ある毎に繰り返し周知され
るよう説明を望みます。

ｂ
保護者など一部には配布しているものの、理
解を促す為の取り組みが十分とはいえません
ので、今後に期待します。

ｃ 中・長期計画の策定は有りません。今後に期
待します。

ｃ 中・長期計画の策定は有りませんので、今後
に期待します。

ａ
全体的な事業計画は項目別で簡単に記されている
が各項目別の計画は職員参加の下で策定され評価
見直しも組織的に行われています。

項　　　　　目

②理念や基本方針が利用者等に周知されて
いる。

①中・長期計画が策定されている。

①理念が明文化されている。

②理念に基づく基本方針が明文化されてい
る。

①理念や基本方針が職員に周知されてい
る。

ⅠⅠⅠⅠ　　　　福祉福祉福祉福祉サービスサービスサービスサービスのののの基本方針基本方針基本方針基本方針とととと組織組織組織組織

　1　理念・基本方針

(1) 理念、基本方針が確立されている。

(2) 理念や基本方針が周知されている。

②中・長期計画を踏まえた事業計画が策定
されている。

①事業計画の策定が組織的に行われてい
る。

　2　事業計画の策定

(1) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

(2) 事業計画が適切に策定されている。
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【保育所版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

ａ
事業計画は職員に周知されているものの、新
人教育にも徹底した理解の取り組みを求めま
す。

ｂ
事業計画は一部利用者に周知されてはいますが、
全利用者に機会ある毎に十分な理解を促すようそ
の取り組みを求めます。

ａ
打ち合わせ・会議等で意見表明をしており、
特に有事の際には積極的に取り組んでいま
す。

ａ
職員会議等で、あるいは又その都度の打ち合わせ
で法令等を説明しています。施設長自身の説明に
関するファイルも確認しています。

ａ
各クラスで整理整頓のための廊下側壁面利用設置
本棚実現のように、職員意見提案を積極的に取り
入れ、指導力を発揮しています。

ａ
園内での「ヒヤリハット」などを通した経
営・業務の効率化と改善に向けた取り組みに
指導力を発揮しています。

ａ
今年度9月まで定員割れであったが、9月26日現在
133名と定員充足、行政事情を的確に把握し地
域・保護者対応も適切に把握しています。

ａ
事業計画・事業報告書で入所児童を的確に把握し
1人でも多くの子どもに対応すべく障害児を受け
入れるべく課題に挑戦しています。

ｃ 実施されていません。

②事業計画が職員に周知されている。

①管理者自らの役割と責任が職員に対して
表明されている。

②遵守すべき法令等を正しく理解するため
の取組が行われている。

　3　管理者の責任とリーダーシップ

(1) 管理者の責任が明確にされている。

①質の向上に意欲を持ちその取組に指導力
が発揮されている。

②経営や業務の効率化と改善に向けた取組
に指導力が発揮されている。

(2) 管理者のリーダーシップが発揮されている。

ⅡⅡⅡⅡ　　　　組織組織組織組織のののの運営管理運営管理運営管理運営管理

①事業経営をとりまく環境が的確に把握さ
れている。

②経営状況を分析して改善すべき課題を発
見する取組が行われている。

　1　経営状況の把握

(1) 経営環境の変化等に適切に対応している。

③外部監査が実施されている。

③事業計画が利用者等に周知されている。
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【保育所版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

ａ
クラスの適材適所で全員有資格者、保育士・調理
員は定数を超え、園外保育の場合など現場に合わ
せたプランが実施されています。

ｃ 人事考課は取り入れられていません。
職員一人ひとりに目標を今たててもらってい
ます。達成度を聞いていくことから始めま
す。

ａ
職員の就業は「家庭と両立する」の希望を取
り入れており、面談などにも取り組まれて意
向を把握しています。

ａ
職員の健康診断・予防接種など健康維持、福利協会な
ど福利厚生面でも取り組んでいますが、福利厚生セン
ター・地元の福利厚生団体等の加入検討も期待しま
す。

ａ
事業計画書には項目のみ記されていましたが、担当
者の研修部会では明確に基本姿勢が明示されてい
ました。

ａ
園内・園外研修の計画が個別に策定され、その計
画に沿って進められています。復命・報告はその
都度に取り組まれているのを確認しました。

ｃ 定期的に成果の評価・見直しは行われていま
せん。今後の計画評価の見直しを求めます。

人事考課と同様に、個別目標・達成度から研
修につなげて評価・見直しをしていくように
務める。

ｂ
実習生受け入れ準備の整備はされているもの
の、担当責任者が明確ではないので、今後明
確な体制の整備を望みます。

担当者はいましたが、役割分担表に載せてい
なかったので明示する。

②職員の福利厚生や健康の維持に積極的に
取り組んでいる。

(2) 職員の就業状況に配慮がなされている。

①必要な人材に関する具体的なプランが確
立されている。

　2　人材の確保・養成

(1) 人事管理の体制が整備されている。

①実習生の受入れと育成について基本的な
姿勢を明確にした体制を整備し、積極的な
取組が行われている。

(4) 実習生の受入れが適切に行われている。

①職員の教育・研修に関する基本姿勢が明
示されている。

②個別の職員に対して組織としての教育・
研修計画が策定され計画に基づいて具体的
な取組が行われている。

③定期的に個別の教育・研修計画の評価・
見直しが行われている。

(3) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

②人事考課が客観的な基準に基づいて行わ
れている。

①職員の就業状況や意向を把握し必要があ
れば改善する仕組みが構築されている。
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【保育所版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

ａ
衛生管理・感染症・緊急時連絡網・事故等の緊急
時の各マニュアルが整備され、園外保育など「お
でかけ」注意事項も確認しています。

ａ
地震・定期的避難訓練や年1回の消防署によ
る指導を受けていますが、津波や大雪に関し
ても工夫した対応を望みたい。

水害は11月に計画していたが「感染症」のた
め、12月に１回実施予定。これを基に問題点
を考えながら継続していきたい。

ａ
園内のヒヤリハット事例などを把握し、スピード感を
持って職員間で話題にしており、その対策が職員に汎
化されていました。地域での避難待避所も数カ所あり
住民の応援を受けています。

ａ 地域交流事業（老人会の人たちを園の餅つき大
会・食事会に招待）を計画し実施しています。

ａ ノーバディズパーフェクトプログラムを実施
したり、イベントに出張したりしています。

ｂ
ボランティアを受け入れる意義や方針が全職員に
理解されていますが、受け入れに当たって担当者
の明示がなく今後業務分担表などに明示を求めま
す。

担当者はいましたが、役割分担表に載せてい
なかったので明示する。

ｂ
必要に応じて担当者による社会資源の明示はあり
ますが、その情報が職員間で共有されていない部
分があり、情報のリスト化などの職員間での共有
を今後に求めます。

ｂ
茨島教育委員会・秋大付属特別支援学校による必
要に応じた連携はあるものの、定期的に今後の具
体的課題や事例の検討を望みたい。

ａ
秋田市南部地区の住民ニーズ情報の把握や子育て
支援ネットワークへの参加をして情報把握に努め
ています。

　4　地域との交流と連携

①利用者と地域とのかかわりを大切にして
いる。

　3　安全管理

①緊急時（事故、感染症の発生時など）に
おける利用者の安全確保のための体制が整
備されている。

②保育所が有する機能が地域に還元されて
いる。

③ボランティア受入れに対する基本姿勢を
明確にし体制が確立されている。

(1) 地域との関係が適切に確保されている。

①必要な社会資源が明確にされている。

②関係機関等との連携が適切に行われてい
る。

(2) 関係機関との連携が確保されている。

(3) 地域の福祉向上のための取組が行われている。

①地域の福祉ニーズが把握されている。

③利用者の安全確保のためにリスクを把握
し対策が実行されている。

②災害時に対する利用者の安全確保のため
の取組が行われている。

(1) 利用者の安全を確保するための取組が行われている。
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【保育所版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

ａ
牛島地区社会福祉協議会から委託されて15年間
「ふれあい昼食会」を継続、22年度から独自事業
として取り組まれています。

ａ
基本姿勢は、保育課程に記載された理念・保育目標で確認で
きました。ｸﾚﾁﾝ症を伴う子どもの受け入れを含め、平成23年
3月23日職員会議において利用者尊重および基本的人権理解
に向けた取組が行われた状況を記録で確認しました。

ｂ
プライバシー保護のマニュアルに「個人情報の保護」
の内容が含まれておりました。整理が必要と思われま
す。 勉強していきます。

ａ
直近では、平成19年12月に意向調査が行われておりま
した。個別面談は、4月・5月・6月に計画され、相談
内容は、児童票の「成長の記録」に記載されておりま
した。

ｂ
相談方法や複数の相談相手の中から自由に選べること
をわかりやすく説明した文書の配布やわかりやすい場
所への掲示が確認できず、工夫が必要と思われます。

ｂ
苦情処理規程があり、苦情解決責任者・担当者・第三者委員
等の体制は整備され、園内掲示しておりました。苦情受付に
際して、規程に定める書面記録でなく「連絡帳」が用いられ
ており、規程に準じた運用が求められます。

平成20年度までは規程に準じて記録していました。ま
た、保護者は「連絡帳」を通じて意見をのべてくれて
います。規程とは違っても連絡帳での貴重な意見は今
までどおり欲しいです。

ｂ
意見・意向等は、口頭で伝えられ、迅速な対応がとら
れておりますが、マニュアルになっておらず、整備が
必要と思われます。

保護者の意見にはできる限り早く対応していま
す。ﾏﾆｭｱﾙはありませんが、内容によっては、お
たよりや連絡帳で回答する場合もあります。

平成21年3月厚生労働省の「保育所における自己評価
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」を資料に園長セミナーⅠの講師による自己
評価の考え方を参考に平成21年度末実施しました。

平成22年度から独自の自己評価が行われており、「長
時間保育」のあり方について「マンネリにならない取
組」や「子どもの心理にどう配慮するか」等課題を整
理し、具体的な改善に取組んでおりました。
今後は、独自の自己評価取組の蓄積を参考に「自己評ｂ

②地域の福祉ニーズに基づく事業・活動が
行われている。

ⅢⅢⅢⅢ　　　　適切適切適切適切なななな福祉福祉福祉福祉サービスサービスサービスサービスのののの実施実施実施実施

　1　利用者本位の福祉サービス

①利用者を尊重したサービス提供について
共通の理解をもつための取組が行われてい
る。

②利用者のプライバシー保護に関する規
程・マニュアル等が整備されている。

(1) 利用者を尊重する姿勢が明示されている。

(2) 利用者満足の向上に努めている。

①利用者満足の向上を意図した仕組みを整
備し、取組が行われている。

①利用者が相談や意見を述べやすい環境が
整備されている。

(3) 利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

②苦情解決の仕組みが確立され十分に周
知・機能されている。

③利用者からの意見等に対して迅速な対応
が行われている。

(1) 質の向上に向けた取組が組織的に行われている。

　2　サービスの質の確保

①サービス内容について定期的に評価を行
う体制が整備されている。
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【保育所版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

「保育所保育指針」を基に、自分たちの中で何ができ
ていないのか、自信がないのか確認する機会になりま
した。結果、平成22年度・23年度の園内研修に取り込
んでいます。

ｂ
組織として統一した様式（児童票）ではありましたが、子ど
もの発達状況、保育目標、生活状況などの記載が確認できま
せんでした。また、記録内容や書き方に差異が生じないよう
に「記録要領」の整備も必要であると思われます。

ｂ
個人情報の「保護」については、マニュアルで確認で
きましたが、「開示」を求められた時の手順が示され
ておらず、「開示」対応に関する事項の追加が必要と
思われます。

児童票は子育ての想いを保護者に記入しても
らっています。ﾏﾆｭｱﾙにどのように組み込む
か検討していきます。

ｂ
提示されたｹｰｽ会議の記録からは、利用者の状況、ｻｰﾋﾞｽ実施
にあたり留意すべき事項、実施に伴う変化などが確認でき
ず、断片的な状態を記録した資料となっておりました。情報
を共有する記録の工夫が必要であると思われます。

会議などで共有につとめていますが、記録の
整理については検討していきます。

ｂ
ｻｰﾋﾞｽ選択に必要な情報提供は、建物が改築ｵｰﾌﾟﾝした頃までは行われ
ていたようですが、現在は保育内容をわかりやすく提供する手段がと
られておりませんでした。保護者ｱﾝｹｰﾄ「ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをつくって公開し
てほしい」の意向を尊重し、ホームページについて検討する時期にあ
るのではないかと思われます。

改築後も情報公開の仕方は変わっていません
が、情報の内容を見直す必要性を職員で話し
合っていました。

ａ
新入園児調査票（入園時に保護者が記載し提出する書
類）により確認できました。

ｂ
継続性に配慮した手順と引継ぎ書は確認できませんでした。
保護者から求められれば行き先の保育所に口頭で情報提供し
ているとの事でしたが、子どもの生活が途切れる事なく継続
するために書面検討が必要と思われます。

今まで、他の保育所や幼稚園から配慮事項に
ついていただいたことはありませんが、今後
検討する時期かもしれません。

今後は、独自の自己評価取組の蓄積を参考に「自己評
価ガイドライン」に基づいた取組を期待します。

ｂ

②利用者に関する記録の管理体制が確立さ
れている。

②評価結果に基づき組織として取り組むべ
き課題を明確にし、改善策・改善実施計画
を立て実施されている。

(2) 提供するサービスの標準的な実施方法が確立されている。

①提供するサービスについて標準的な実施
方法が文書化されサービスが提供されてい
る。

①利用者に関するサービス実施状況の記録
が適切に行われている。

(3) サービス実施の記録が適切に行われている。

口頭伝達により実施方法が周知されておりました。標
準的な実施方法が文書化されていることは、職員が共
通の認識を持って保育にあたり、安全性も考慮した保
育の実施につながることから実施方法の文書化が必要
であると考えます　見直しは、「必要に応じて行って
いる」との事でしたが、定期的に組織として検証する
仕組みづくりを検討する必要があると思われます。

(1) サービス提供の開始が適切に行われている。

③利用者の状況等に関する情報が職員間で
共有化されている。

②標準的な実施方法について見直しをする
仕組みが確立されている。

ｂ

①利用希望者に対してサービス選択に必要
な情報が提供されている。

②サービスの開始にあたり利用者等に説明
し同意を得ている。

①保育所の変更や家庭への移行などにあた
りサービスの継続性に配慮した対応が行わ
れている。

(2) サービスの継続性に配慮した対応が行われている。

　3　サービスの開始・継続
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【保育所版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

ｂ
現在職員会議で行っている方法に、子どもの身体状況
や生活状況等が記載される様式を検討願い、様々な関
係職員が参加し、子どもや保護者のﾆｰｽﾞに沿って協議
する工夫が必要であると思われます。

職員会議は短時間労働者以外、給食担当者も毎回参加
し、年度末は全員で行っています。「様式」はない
が、必要場合は関係者で話し合っているので記録のし
かたを考えていきます。

ｂ
年齢別の指導計画は確認できましたが、子どもひとり
一人に着目した保育課程に基づいた「指導計画」が確
認できませんでした。

誰がみてもわかりやすい書き方などの工夫が
必要だと思いました。

ｂ
ｻｰﾋﾞｽ実施状況の評価・見直しに関する手順が組織と
して整備されておりませんでした。自らの保育実践の
振り返るために定期的見直しの機会は、必要であると
思われます。

誰がみてもわかりやすい書き方などの工夫が
必要だと思いました。

(2) 利用者に対するサービス実施計画が策定されている。

①サービス実施計画が適切に策定されてい
る。

②定期的にサービス実施計画の評価・見直
しが行われている。

①定められた手順に従ってアセスメントが
行われている。

(1) 利用者のアセスメントが行われている。

　4　サービス実施計画の策定
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【保育所版　評価結果表】

◆　細目の評価結果（内容評価24項目）

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見

ａ
保育の方針・目標に基づき保育課程を作成してい
るが、年齢別のねらい・内容・育てたい姿・家庭
との連携欄を設け、具体的に作成すると年齢別の
指導計画が立案されやすくなると思われます。

ａ
個別指導計画が丁寧に作成されております。
SIDS対策もしっかり行われていることが確認
されました。

ａ
基本的な生活習慣が身につくような保育が求
められておりますが、指導計画や保育日誌で
確認しました。

ａ
子ども達が伸び伸びと生活できる環境が用意さ
れ、特に園外保育ではたっぷりと自然と触れ合い
汗馬を目指して日々の保育がされていると感じま
した。

ａ
就学に向けての取り組みが実施されており、
学芸会に呼ばれての交流や学校教員との会議
も実施されております。

ａ
改築後の新園舎で生活しており、園全体が、
子ども達が心地よく過ごせるよう整備されて
います。

ａ 指導計画書、児童票、指導計画などで確認し
ました。

ａ
保育室内は年齢にあった手作り玩具が用意さ
れており、子ども達は関わり合いを持ちなが
ら、ごっこ遊びを展開しておりました。

ａ
年齢にあった園外保育を実践し、主体的に自
然と十分ふれあう事が出来る環境を提供して
います。

項　　　　　目

①保育所の保育の方針や目標に基づき、発
達過程を踏まえ、子どもの心身の発達や家
庭及び地域の実態に即した保育課程を編成
している。

③子どもが主体的に活動し、様々な人間関
係や友だちとの協同的な体験ができるよう
な人的・物的環境が整備されている。

　1　保育所保育の基本

(1)　養護と教育の一体的展開

(2)　環境を通して行う保育

②乳児保育のための適切な環境が整備さ
れ、保育の内容や方法に配慮されている。

①生活にふさわしい場として、子どもが心
地よく過ごすことのできるような人的・物
的環境が整備されている。

②子どもが基本的な生活習慣を身につけ、
積極的に身体的な活動ができるような環境
が整備されている。

③１・２歳児の保育において養護と教育の
一体的展開がされるような適切な環境が整
備され、保育の内容や方法に配慮されてい
る。
④３歳以上児の保育において養護と教育の
一体的展開がされるような適切な環境が整
備され、保育の内容や方法に配慮されてい
る。

⑤小学校との連携や就学を見通した計画に
基づいて、保育の内容や方法、保護者との
関わりに配慮されている。

④子どもが主体的に身近な自然や社会と関
われるような人的・物的環境が整備されて
いる。
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【保育所版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

ａ
保育課程や指導計画で確認しました。各室に
絵本が用意されていることや季節の装飾も手
作りで掲示されていました。

ａ 保育指針の内容に基づき自己評価が実施され
ておりました。

ａ
保育の質が問われる項目ですが、自己評価が
しっかり行われており、改善点でも一人一人
と向き合う事の大事さが話し合われている。

ａ
今現在は障害を持った子どもはいないが、3月入園
予定ということで受け入れ体制が十分出来ている
ことから自己評価通りとしました。

ａ 長時間保育の子ども達に軽食が提供され、そ
の内容を保護者に配布されておりました。

ａ
既往症や予防接種の状況は児童票で確認。体
調不良時は連絡帳活用されています。保健計
画も確認できました。

ａ
園外保育が頻繁に取り入れられており、戸外での
食事の機会が多い。又調理保育も行われていまし
た。

ａ 残食調査と検食簿を確認。日々手作りオヤツ
が提供されておりました。

ａ
健康診断や歯科検診の結果は連絡帳を活用し
て保護者に伝達されていました。職員に対す
る周知は打ち合わせで行っていました。

④健康診断・歯科健診の結果について、保
護者や職員に伝達し、それを保育に反映さ
せている。

①保育士等が主体的に自己評価に取り組
み、保育の改善が図られている。

(3)　職員の資質向上

　2　子どもの生活と発達

②食事を楽しむことができる工夫をしてい
る。

(1)　生活と発達の連続性

(2)　子どもの福祉を増進することに最も相応しい生活の場

②障害のある子どもが安心して生活できる
保育環境が整備され、保育の内容や方法に
配慮がみられる。

③長時間にわたる保育のための環境が整備
され、保育の内容や方法に配慮がみられ
る。

③乳幼児に相応しい食生活が展開されるよ
う、食事について見直しや改善をしてい
る。

①子どもの健康管理は、子ども一人ひとり
の健康状態に応じて実施している。

①子ども一人ひとりを受容し、理解を深め
て働きかけや援助が行われている。

⑤子どもが言葉豊かな言語環境に触れた
り、様々な表現活動が自由に体験できるよ
うな人的・物的環境が整備されている。
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【保育所版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

ａ
医師からの指示書をもとにアレルギー疾患や
慢性疾患の子どもに対し適切な対応が行われ
ています。

ａ
衛生管理マニュアルが作成され、実施されて
おります。マニュアルの見直しも8月に行われ
ております。

ａ
食育計画の作成、献立表の配布、レシピの展
示など家庭と十分連携をしながら進められて
いることを確認しました。

ａ
個別面談や必要時の面談で保護者支援を行っ
ております。連絡帳や面談記録で確認をして
います。

ｃ
アンケートの中に保護者との情報交換の場が欲しいと要望有り
ました。面談と又違い、他保護者との意見交換で様々な幅の広
い意見が聞けると思います。懇談会を利用して試食会を取り入
れても、と思いますが今後に期待します。

懇談会は次年度から検討したい。試食は設備
的に無理があるので、今までどおり保育士体
験時にしていきます。

ａ
虐待の早期発見のためにチェックリストが整備されていまし
た。マニュアルにも判断がつかないとき・強く疑われるときに
分かれており、細かい対応になっています。児童相談所・子ど
も未来センターなどの電話番号など明記すること。

(1)　家庭との緊密な連携

　3　保護者に対する支援

③子どもの発達や育児などについて、懇談
会などの話し合いの場に加えて、保護者と
共通の理解を得るための機会を設けてい
る。
④虐待に対応できる保育所内の体制の下、
不適切な養育や虐待を受けていると疑われ
る子どもの早期発見及び虐待の予防に努め
ている。

(3)　健康及び安全の実施体制

①アレルギー疾患、慢性疾患等をもつ子ど
もに対し、主治医からの指示を得て、適切
な対応を行っている。

②調理場、水周りなどの衛生管理が適切に
実施され、食中毒等の発生時に対応できる
ような体制が整備されている。

①子どもの食生活を充実させるために、家
庭と連携している。

②家庭と子どもの保育が密接に関連した保
護者支援を行っている。
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